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子
ど
も
及
び
学
生
医
療
費
支
給
条
例
の
制
定

町
長
提
出
の
主
な
議
案

子
ど
も
及
び
学
生
医
療
費

支
給
条
例
の
制
定

原
案
可
決

24
歳
年
度
末
ま
で
の
学
生
（
大

学
、
短
大
、
専
修
学
校
、
予
備
校
、

高
校
に
通
う
人
。
大
学
院
生
は
除

く
）
の
入
院
費
を
無
料
化
。
自
己

負
担
分
を
立
て
替
え
た
後
、
役
場

に
申
請
し
て
給
付
を
受
け
る
。
24

歳
ま
で
学
生
の
入
院
費
を
無
料
化

し
て
い
る
自
治
体
は
、
春
日
井

市
、
豊
田
市
、
東
海
市
の
３
市
で

す
が
、
こ
れ
ら
の
自
治
体
が
市
内

在
住
者
を
対
象
に
し
て
い
る
の
に

対
し
、
東
郷
町
は
転
出
し
た
学
生

（
扶
養
者
が
町
内
に
在
住
し
て
い

る
場
合
）
も
対
象
に
し
ま
す
。
１

年
間
の
費
用
は
130
万
円
ほ
ど
の
見

込
み
。

ま
た
、
18
歳
年
度
末
ま
で
の
子

ど
も
の
入
通
院
医
療
費
の
無
料
化

の
対
象
に
、
社
会
人
・
結
婚
し
た

人
を
加
え
ま
す
。

い
ず
れ
も
４
月
１
日
か
ら
実

施
。

24
歳
ま
で
の
高
校
生
も
対
象
に

（
答
弁
を
訂
正
）

入
院
が
無
料
に
な
る
「
学
生
」

に
、
進
学
の
遅
れ
や
留
年
な
ど
で

19
歳
以
上
に
な
っ
た
高
校
生
も
入

る
の
か
と
の
質
問
に
、「
進
学
を

目
的
と
し
た
高
校
の
生
徒
が
対

象
」
と
の
答
弁
が
あ
ま
し
た
。
し

か
し
、
後
に
「
高
校
生
は
対
象
」

と
答
弁
を
訂
正
し
た
い
と
の
申
入

れ
が
町
長
か
ら
あ
り
ま
し
た
。
議

会
は
答
弁
の
訂
正
を
許
可
し
ま
し

た
。一

般
会
計
補
正
予
算（
第
８
号
）

�
�

原
案
可
決

歳
入
歳
出
を
そ
れ
ぞ
れ

２
億
9657
万
円
増
額
し
、
そ
れ
ぞ
れ

145
億
6699
万
円
と
す
る
。

主
な
歳
出

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源
の
一
括
回
収

に
向
け
︑
指
定
ご
み
袋
を
印
刷

580
万
円

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
や

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
廃
棄
物
な
ど

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
を
、
燃
え
る

ご
み
と
同
じ
よ
う
に
回
収
。
７
月

開
始
予
定
。
資
源
回
収
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
で
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容

器
包
装
の
回
収
は
６
月
末
で
終
了
。

子
ど
も
及
び
学
生
医
療
費
支
給

条
例
の
た
め
の
電
算
シ
ス
テ
ム

修
正

188
万
円

４
月
か
ら
、
学
生
の
入
院
費
の

無
料
化
と
、
子
ど
も
医
療
費
無
料

７月からプラスチックごみを定期的に
回収 

資源回収ステーションでの
プラスチック製容器包装の回収は６月末で終了 

12月議会では町長提出の40議案と議員提出の発議１件、意見書案１件を原案のとおり可決、陳情３件を採択、
請願１件と陳情１件を不採択としました。主な内容をお知らせします。各議員の賛否と意見は４～７ページをご覧
ください。

24歳までの学生の
入院費が無料に！

「子ども及び学生医療費支給条例の制定」
賛成多数（賛成11人、反対３人）で可決！
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子
ど
も
及
び
学
生
医
療
費
支
給
条
例
の
制
定

化
の
対
象
拡
大
を
実
施
す
る
た
め

に
電
算
シ
ス
テ
ム
を
修
正
す
る
。

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
９
号
）

原
案
可
決

歳
入
歳
出
を
そ
れ
ぞ
れ
9805
万
円

増
額
し
、
そ
れ
ぞ
れ
146
億
6504
万
円

と
す
る
。

主
な
歳
入

東
郷
ふ
る
さ
と
寄
附
金
を

8500
万
円
増
額
し
１
億
8600
万
円
に

ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
に
加

え
、
新
た
に
返
礼
品
に
加
え
た
再

生
パ
ソ
コ
ン
も
好
評
。

財
政
調
整
基
金
の
繰
入
を

１
億
1741
万
円
減
額
し
２
億
108
万
円
に

こ
れ
に
よ
り
財
政
調
整
基
金
の

残
高
は
約
20
億
6800
万
円
に
。

主
な
歳
出

ふ
る
さ
と
納
税
管
理
事
業

4200
万
円
増
額
し
9200
万
円
に

返
礼
品
の
調
達
費
用
3666
万
円
、

ふ
る
さ
と
納
税
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

使
用
料
447
万
円
な
ど
。

保
育
園
の
遊
具
設
置
工
事100

万
円

企
業
か
ら
の
寄
附
金
を
活
用

し
、
た
か
ね
保
育
園
に
遊
具
を
整

備
す
る
。

出
産
・
子
育
て
応
援
事
業

4009
万
円

妊
婦
に
５
万
円
、
産
婦
に
５
万

円
を
給
付
。
医
療
機
関
か
ら
妊
娠

証
明
書
を
受
け
取
り
、
役
場
健
康

推
進
課
（
い
こ
ま
い
館
２
階
）
で

５
万
円
の
給
付
申
請
し
、
出
産
後

に
役
場
の
保
健
師
の
訪
問
時
に

５
万
円
の
給
付
申
請
を
す
る
。
令

和
４
年
４
月
１
日
以
降
に
出
産
し

た
人
が
対
象
で
、
出
産
が
済
ん
だ

人
に
は
10
万
円
を
一
括
し
て
給
付
。

請
願介

護
・
福
祉
・
医
療
な
ど
社

会
保
障
の
施
策
拡
充
に
つ
い

て
の
請
願
書

不
採
択

介
護
保
険
料
や
国
民
健
康
保
険

税
の
負
担
軽
減
、
学
校
給
食
費
の

無
料
化
な
ど
を
求
め
る
も
の

陳
情私

立
高
校
生
の
父
母
負
担
を

軽
減
し
、
学
費
負
担
の
公
私

格
差
を
是
正
す
る
た
め
に
東

郷
町
独
自
の
授
業
料
助
成
制

度
の
拡
充
を
求
め
る
陳
情
書

採
択

東
郷
町
独
自
の
授
業
料
助
成
制

度
（
年
額
１
万
円
）
の
増
額
を
求

め
る
も
の

陳
情国

の
私
学
助
成
の
拡
充
に
関

す
る
意
見
書
の
提
出
を
求
め

る
陳
情
書

採
択

私
学
助
成
の
拡
充
を
求
め
る
意

見
書
を
国
に
提
出
す
る
よ
う
求
め

る
も
の

陳
情

「
地
元
自
治
体
と
の
連
携
に

よ
る
経
営
支
援
体
制
確
立
と

地
域
商
工
業
振
興
に
対
す
る

施
策
の
拡
充
・
強
化
」

採
択

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

と
原
油
・
原
材
料
等
の
高
騰
の
影

響
を
受
け
た
事
業
者
へ
の
支
援
の

拡
充
や
、
商
工
会
館
の
機
能
強
化

な
ど
を
求
め
る
も
の

陳
情地

方
行
政
・
地
方
議
会
に
お

い
て
、
民
主
主
義
の
根
幹
で

あ
る
参
政
権
・
請
願
権
を
守

る
為
の
陳
情

不
採
択

宗
教
団
体
や
社
会
団
体
と
「
一

切
の
関
係
を
持
た
な
い
」
と
宣
言

し
な
い
こ
と
と
、
町
長
・
議
員
に

対
し
団
体
と
の
関
わ
り
を
調
査
・

質
問
し
な
い
よ
う
議
会
に
求
め
る

も
の意

見
書

国
の
私
学
助
成
の
拡
充
に
関

す
る
意
見
書

原
案
可
決

私
立
高
等
学
校
へ
の
支
援
を
国

に
求
め
る
も
の
で
内
閣
総
理
大
臣

や
文
部
科
学
大
臣
ら
に
提
出
し
ま

し
た
。

発
議東

郷
町
議
会
個
人
情
報
保
護

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

原
案
可
決

個
人
情
報
保
護
に
関
す
る
法
律

が
改
正
さ
れ
、
議
会
は
同
法
の
適

用
を
受
け
な
い
た
め
、
議
会
で
個

人
情
報
保
護
に
関
す
る
条
例
を
定

め
る
。
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議
案
審
議
の
結
果
一
覧

公…公明党 　共…日本共産党東郷町議員団
無□…無所属の会 会派 新東会 公 共 無□ 無 無 無 無 無 無 無 無 無 無

詳細は以下
QRコ ード
を参照願い
ます

議案名　
○…賛成　×…反対　欠…欠席　退…退席

討…討論を有した議案と議員

審議
結果

加
藤
達
雄

近
藤
鑛
治

高
木
佳
子

門
原
武
志

山
田
達
郎

比
嘉
浩
二

中
野
ま
さ
ひ
ろ

山
下

茂

熊
田
彰
夫

石
橋
直
季

國
府
田
さ
と
み

加
藤
宏
明

加
藤
啓
二

若
園
ひ
で
こ

菱
川
和
英

12月定例会　令和４年第４回定例会は会期11月28日～12月21日の間に開催されました。 それぞれの議案の概要およびポイント

議案第48号 副町長の選任について 同意 欠 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○
討 ○ ○ ○

議
長
は
採
決
に
加
わ
ら
な
い

○ ○ ○ 令和４年12月３日から令和８年12月２日まで任期とし副町長を選任

議案第49号 人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求めることにつ
いて 適任 欠 欠 ○ ○ ○ ○

討 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 前任者任期満了により令和５年４月１日から令和８年３月31までを任期とし人権擁護委員候補者を認める

議案第50号 令和４年度東郷町一般会計補正予算（第７号） 可決 欠 欠 ○ ○ ○ ○ ○
討 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 既定の歳入歳出予算総額にそれぞれ１億364万８千円を増額し予算総額をそれぞれ142億7041万５千円と定める

議案第51号 東郷町職員の高齢者部分休業に関する条例の制定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 地方公務員法第26条の３の規定に基づき、職員の高齢者部分休業に関し必要な事項を定める

議案第52号 東郷町個人情報保護法施行条例の制定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ デジタル社会の形成を図るための関係法律の整備に関する法律の施行による個人情報保護に関する法律の一部改正に伴い、必要な事項を
定める

議案第53号 東郷町子ども及び学生医療費支給条例の制定について 可決 ○ × ○ ○
討 ○ ○ ○

討
×
討 ○ ○ ○

討 ○ × ○ 子ども及び学生が医療を受けた場合に医療費の一部支給することにより、健やかな育成と安心して勉学に励むことができる
環境形成に寄与し、福祉の増進を図るため必要がある

議案第54号 東郷町商業施設等立地促進条例の制定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 東郷セントラル地区を中心とした地域において商業施設、医療施設及び宿泊施設の立地を促進することにより、
都市機能充実を図り、まちのにぎわい創出に資するため必要がある

議案第55号 東郷町部設置条例の一部改正について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 多様化する行政サービスへの課題に対応し、効率的な行政運営推進のため組織機構改革の実施が必要である

議案第56号 東郷町情報公開条例の一部改正について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ デジタル社会の形成を図るための関係法律の整備に関する法律の施行による個人情報の保護に関する法律の一部改正に伴い、不開示情報
を整備する必要がある

議案第57号 東郷町情報公開・個人情報保護審査会条例の一部改正につ
いて 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ デジタル社会の形成を図るための関係法律の整備に関する法律の施行による個人情報の保護に関する法律の一部改正等に伴い、所要規定

の整備をする

議案第58号 東郷町印鑑の登録及び証明に関する条例の一部改正について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 町LINE公式アカウントによる印鑑登録証明書のオンライン申請を開始するにあたり所要の規定を整備し、当該証明書を郵送により交付
することとする

議案第59号 東郷町の議会の議員及び長の選挙における自動車の使用等
の公費負担に関する条例の一部改正について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 公職選挙法施行条例の一部改正に準じ、東郷町議会の議員及び長の選挙における自動車の使用等に係る公費負担限度額の改正が必要である

議案第60号 公益的法人等への職員の派遣等に関する条例の一部改正に
ついて 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 地方公務員法の一部改正に伴い、公益法人等へ派遣出来ない職員に、管理監督職勤務上限年齢制による他の職への降任等の異動期間を延

長された管理監督職を占める職員を加える

議案第61号 外国の地方公共団体の機関等に派遣される職員の処遇等に
関する条例の一部改正について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 地方公務員法の一部改正に伴い、外国の地方公共団体機関等へ派遣出来ない職員に、管理監督職勤務上限年齢制による他の職への降任等

の異動期間を延長された管理監督職を占める職員を加える

議案第62号 東郷町職員の定年等に関する条例の一部改正について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 地方公務員法の一部改正に伴い、職員の定年を65歳まで引き上げることなど所要の規定を整備する必要がある

議案第63号 東郷町職員の懲戒の手続及び効果に関する条例の一部改正
について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 地方公務員法の一部改正に伴い、減給されている職員が降給となった場合、減給額が降給後給料等の額の10分の１に相当する額を超え

るとき、当該額を減ずることとする

議案第64号 東郷町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正に
ついて 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 地方公務員法の一部改正に伴い、地方公務員法引用条項を整備する他、「再任用短時間勤務職員」を「定年前再任用短時間勤務職員」に改

める

議案第65号 東郷町職員の育児休業等に関する条例の一部改正について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 地方公務員法の一部改正に伴い、育児休業及び育児短時間勤務をすることができない職員に管理監督職勤務上限年齢制による他の職への
降任等の異動期間を延長された管理監督職を占める職員を加える

議案第66号 東郷町人事行政の運営等の状況の公表に関する条例の一部
改正について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 地方公務員法の一部改正に伴い、引用条項を整備する

議案第67号 東郷町議会の議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関
する条例の一部改正について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 東郷町職員の給与に関する条例の一部改正に準じ、議会議員の期末手当支給割合を改正する必要がある

議案第68号 東郷町特別職の職員で常勤の者の給与及び旅費に関する条
例の一部改正について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 東郷町職員の給与に関する条例の一部改正に準じ、特別職職員で常勤者の期末手当支給割合を改正する必要がある

議案第69号 東郷町職員の給与に関する条例の一部改正について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 一般職の職員の給与に関する法律及び地方公務員法の一部改正に伴い、給料月額等を改正する必要がある

議案第70号 東郷町職員の降給に関する条例の一部改正について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 地方公務員法の一部改正に伴い、降給種類に管理監督職勤務上限年齢制による降給を加えること等所要の規定を整備する

議案第71号 東郷町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例
の一部改正について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 一般職の職員の給与に関する法律の一部改正に準じ、会計年度任用職員の報酬額を改正する必要がある

議案審議の　　　結果一覧
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12月定例会　令和４年第４回定例会は会期11月28日～12月21日の間に開催されました。 それぞれの議案の概要およびポイント

議案第48号 副町長の選任について 同意 欠 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○
討 ○ ○ ○

議
長
は
採
決
に
加
わ
ら
な
い

○ ○ ○ 令和４年12月３日から令和８年12月２日まで任期とし副町長を選任

議案第49号 人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求めることにつ
いて 適任 欠 欠 ○ ○ ○ ○

討 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 前任者任期満了により令和５年４月１日から令和８年３月31までを任期とし人権擁護委員候補者を認める

議案第50号 令和４年度東郷町一般会計補正予算（第７号） 可決 欠 欠 ○ ○ ○ ○ ○
討 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 既定の歳入歳出予算総額にそれぞれ１億364万８千円を増額し予算総額をそれぞれ142億7041万５千円と定める

議案第51号 東郷町職員の高齢者部分休業に関する条例の制定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 地方公務員法第26条の３の規定に基づき、職員の高齢者部分休業に関し必要な事項を定める

議案第52号 東郷町個人情報保護法施行条例の制定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ デジタル社会の形成を図るための関係法律の整備に関する法律の施行による個人情報保護に関する法律の一部改正に伴い、必要な事項を
定める

議案第53号 東郷町子ども及び学生医療費支給条例の制定について 可決 ○ × ○ ○
討 ○ ○ ○

討
×
討 ○ ○ ○

討 ○ × ○ 子ども及び学生が医療を受けた場合に医療費の一部支給することにより、健やかな育成と安心して勉学に励むことができる
環境形成に寄与し、福祉の増進を図るため必要がある

議案第54号 東郷町商業施設等立地促進条例の制定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 東郷セントラル地区を中心とした地域において商業施設、医療施設及び宿泊施設の立地を促進することにより、
都市機能充実を図り、まちのにぎわい創出に資するため必要がある

議案第55号 東郷町部設置条例の一部改正について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 多様化する行政サービスへの課題に対応し、効率的な行政運営推進のため組織機構改革の実施が必要である

議案第56号 東郷町情報公開条例の一部改正について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ デジタル社会の形成を図るための関係法律の整備に関する法律の施行による個人情報の保護に関する法律の一部改正に伴い、不開示情報
を整備する必要がある

議案第57号 東郷町情報公開・個人情報保護審査会条例の一部改正につ
いて 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ デジタル社会の形成を図るための関係法律の整備に関する法律の施行による個人情報の保護に関する法律の一部改正等に伴い、所要規定

の整備をする

議案第58号 東郷町印鑑の登録及び証明に関する条例の一部改正について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 町LINE公式アカウントによる印鑑登録証明書のオンライン申請を開始するにあたり所要の規定を整備し、当該証明書を郵送により交付
することとする

議案第59号 東郷町の議会の議員及び長の選挙における自動車の使用等
の公費負担に関する条例の一部改正について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 公職選挙法施行条例の一部改正に準じ、東郷町議会の議員及び長の選挙における自動車の使用等に係る公費負担限度額の改正が必要である

議案第60号 公益的法人等への職員の派遣等に関する条例の一部改正に
ついて 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 地方公務員法の一部改正に伴い、公益法人等へ派遣出来ない職員に、管理監督職勤務上限年齢制による他の職への降任等の異動期間を延

長された管理監督職を占める職員を加える

議案第61号 外国の地方公共団体の機関等に派遣される職員の処遇等に
関する条例の一部改正について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 地方公務員法の一部改正に伴い、外国の地方公共団体機関等へ派遣出来ない職員に、管理監督職勤務上限年齢制による他の職への降任等

の異動期間を延長された管理監督職を占める職員を加える

議案第62号 東郷町職員の定年等に関する条例の一部改正について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 地方公務員法の一部改正に伴い、職員の定年を65歳まで引き上げることなど所要の規定を整備する必要がある

議案第63号 東郷町職員の懲戒の手続及び効果に関する条例の一部改正
について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 地方公務員法の一部改正に伴い、減給されている職員が降給となった場合、減給額が降給後給料等の額の10分の１に相当する額を超え

るとき、当該額を減ずることとする

議案第64号 東郷町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正に
ついて 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 地方公務員法の一部改正に伴い、地方公務員法引用条項を整備する他、「再任用短時間勤務職員」を「定年前再任用短時間勤務職員」に改

める

議案第65号 東郷町職員の育児休業等に関する条例の一部改正について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 地方公務員法の一部改正に伴い、育児休業及び育児短時間勤務をすることができない職員に管理監督職勤務上限年齢制による他の職への
降任等の異動期間を延長された管理監督職を占める職員を加える

議案第66号 東郷町人事行政の運営等の状況の公表に関する条例の一部
改正について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 地方公務員法の一部改正に伴い、引用条項を整備する

議案第67号 東郷町議会の議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関
する条例の一部改正について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 東郷町職員の給与に関する条例の一部改正に準じ、議会議員の期末手当支給割合を改正する必要がある

議案第68号 東郷町特別職の職員で常勤の者の給与及び旅費に関する条
例の一部改正について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 東郷町職員の給与に関する条例の一部改正に準じ、特別職職員で常勤者の期末手当支給割合を改正する必要がある

議案第69号 東郷町職員の給与に関する条例の一部改正について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 一般職の職員の給与に関する法律及び地方公務員法の一部改正に伴い、給料月額等を改正する必要がある

議案第70号 東郷町職員の降給に関する条例の一部改正について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 地方公務員法の一部改正に伴い、降給種類に管理監督職勤務上限年齢制による降給を加えること等所要の規定を整備する

議案第71号 東郷町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例
の一部改正について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 一般職の職員の給与に関する法律の一部改正に準じ、会計年度任用職員の報酬額を改正する必要がある

議案審議の　　　結果一覧
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12月定例会　令和４年第４回定例会は会期11月28日～12月21日の間に開催されました。 それぞれの議案の概要およびポイント

議案第72号 東郷町使用料及び手数料条例の一部改正について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
長
は
採
決
に
加
わ
ら
な
い

○ ○ ○ 東郷町道路占用料条例の一部改正に準じ、使用料の額等を見直す必要がある

議案第73号 東郷町道路占用料条例の一部改正について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 道路法施行令及び愛知県道路占用料条例一部改正に準じ、占用料の額等を見直す必要がある

議案第74号 東郷町都市公園条例の一部改正について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 東郷町道路占用料条例の一部改正に準じ、使用料の額を改める

議案第75号 東郷町準用河川占用料条例の一部改正について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 東郷町道路占用料条例の一部改正に準じ、東郷町準用河川占用料の額等を改める

議案第76号 東郷町公共用物管理条例の一部改正について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 東郷町道路占用条例の一部改正に準じ、東郷町公共用物使用料の額等を改める

議案第77号 東郷町職員の再任用に関する条例の廃止について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 定年引上げによる定年前再任用短時間勤務制実施に伴い、現行の再任用制度を廃止する

議案第78号 公の施設の指定管理者の指定について（東郷町中央公民館
及び東郷町立図書館） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 中央公民館及び町立図書館の指定管理者を東郷町施設サービス㈱に５年指定

議案第79号 公の施設の指定管理者の指定について（東郷町総合体育館等） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 東郷町総合体育館等の指定管理者を東郷町施設サービス㈱に５年指定

議案第80号 公の施設の指定管理者の指定について（東郷町町民交流拠
点施設「イーストプラザいこまい館」） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ イーストプラザいこまい館の指定管理者を東郷町施設サービス㈱に５年指定

議案第81号 公の施設の指定管理者の指定について（東郷町ふれあい広場） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 東郷町ふれあい広場の指定管理者を東郷町施設サービス㈱に５年指定

議案第82号 公の施設の指定管理者の指定について（桝池親水公園） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 桝池親水公園の指定管理者を東郷町施設サービス㈱に５年指定

議案第83号 令和４年度東郷町一般会計補正予算（第８号） 可決 ○ ○
討 ○ ○ ○ ○ ○

討 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 既定の歳入歳出予算総額にそれぞれ２億9657万７千円を増額し、予算総額をそれぞれ145億6699万２千円と定める

議案第84号 令和４年度東郷町国民健康保険特別会計補正予算（第３号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 既定の歳入歳出予算総額にそれぞれ１億756万５千円を増額し、予算総額をそれぞれ35億1815万５千円と定める

議案第85号 令和４年度東郷町国民健康保険東郷診療所特別会計補正予算
（第２号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 既定の歳入歳出予算総額にそれぞれ88万６千円を増額し、予算総額をそれぞれ１億3369万１千円と定める

議案第86号 令和４年度東郷町下水道事業会計補正予算（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 国庫補助金の減額等に伴い、資本的収入を161万円減額する

議案第87号 令和４年度東郷町一般会計補正予算（第９号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 既定の歳入歳出予算総額にそれぞれ9805万円を増額し、予算総額をそれぞれ146億6504万２千円と定める

請願第４号 介護・福祉・医療など社会保障の施策拡充についての請願書 不採択 × × × ○
討 × × ×

討 × × × ×
討 × × × 県民の要望する市町村福祉施策の充実及び国、県に対し福祉施策充実の意見書の提出を求める

陳情第１号 私立高校生の父母負担を軽減し、学費負担の公私格差を是正す
るために東郷町独自の授業料助成制度の拡充を求める陳情書 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

討 ○ ○ ○ 国、県の制度と併せ学費負担の公私格差是正のため東郷町独自の授業料助成制度拡充を求める

陳情第２号 国の私学助成の拡充に関する意見書の提出を求める陳情書 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 退 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 学費の父母負担の公私格差是正のため就学支援金の拡充等を求める意見書堤出を東郷町議会に求める

陳情第３号 陳情書「地元自治体との連携による経営支援体制確立と地
域商工業振興に対する施策の拡充・強化」 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 商工会事業運営に対する財政的支援の維持、拡充など地域商工業振興に対し施策の拡充、強化を求める

陳情第４号 地方行政・地方議会において、民主主義の根幹である参政
権・請願権を守る為の陳情 不採択 × × × ×

討 × × ×
討 × × × × × × × 東郷町議会が宗教団体または社会団体に対し「一切の関係を持たない」と宣言し、関係者の参政権や請願権を侵害しない

こと等求める

発議第２号 東郷町議会個人情報保護条例の制定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 東郷町議会における個人情報保護に関する制度を整備する

意見書案第３号 国の私学助成の拡充に関する意見書 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 退 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 政府に対し、父母負担の公私格差是正のため就学支援金を拡充し、私立高等学校以下の経常費補助の拡充を求める意見書を東郷町議会よ
り堤出する



ハイ　ぎかいです令和５年 2 月１日7

議
案
審
議
の
結
果
一
覧

公…公明党 　共…日本共産党東郷町議員団
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詳細は以下
QRコ ード
を参照願い
ます

議案名　
○…賛成　×…反対　欠…欠席　退…退席

討…討論を有した議案と議員

審議
結果

加
藤
達
雄

近
藤
鑛
治

高
木
佳
子

門
原
武
志

山
田
達
郎

比
嘉
浩
二

中
野
ま
さ
ひ
ろ

山
下

茂

熊
田
彰
夫

石
橋
直
季

國
府
田
さ
と
み

加
藤
宏
明

加
藤
啓
二

若
園
ひ
で
こ

菱
川
和
英

12月定例会　令和４年第４回定例会は会期11月28日～12月21日の間に開催されました。 それぞれの議案の概要およびポイント

議案第72号 東郷町使用料及び手数料条例の一部改正について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
長
は
採
決
に
加
わ
ら
な
い

○ ○ ○ 東郷町道路占用料条例の一部改正に準じ、使用料の額等を見直す必要がある

議案第73号 東郷町道路占用料条例の一部改正について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 道路法施行令及び愛知県道路占用料条例一部改正に準じ、占用料の額等を見直す必要がある

議案第74号 東郷町都市公園条例の一部改正について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 東郷町道路占用料条例の一部改正に準じ、使用料の額を改める

議案第75号 東郷町準用河川占用料条例の一部改正について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 東郷町道路占用料条例の一部改正に準じ、東郷町準用河川占用料の額等を改める

議案第76号 東郷町公共用物管理条例の一部改正について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 東郷町道路占用条例の一部改正に準じ、東郷町公共用物使用料の額等を改める

議案第77号 東郷町職員の再任用に関する条例の廃止について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 定年引上げによる定年前再任用短時間勤務制実施に伴い、現行の再任用制度を廃止する

議案第78号 公の施設の指定管理者の指定について（東郷町中央公民館
及び東郷町立図書館） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 中央公民館及び町立図書館の指定管理者を東郷町施設サービス㈱に５年指定

議案第79号 公の施設の指定管理者の指定について（東郷町総合体育館等） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 東郷町総合体育館等の指定管理者を東郷町施設サービス㈱に５年指定

議案第80号 公の施設の指定管理者の指定について（東郷町町民交流拠
点施設「イーストプラザいこまい館」） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ イーストプラザいこまい館の指定管理者を東郷町施設サービス㈱に５年指定

議案第81号 公の施設の指定管理者の指定について（東郷町ふれあい広場） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 東郷町ふれあい広場の指定管理者を東郷町施設サービス㈱に５年指定

議案第82号 公の施設の指定管理者の指定について（桝池親水公園） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 桝池親水公園の指定管理者を東郷町施設サービス㈱に５年指定

議案第83号 令和４年度東郷町一般会計補正予算（第８号） 可決 ○ ○
討 ○ ○ ○ ○ ○

討 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 既定の歳入歳出予算総額にそれぞれ２億9657万７千円を増額し、予算総額をそれぞれ145億6699万２千円と定める

議案第84号 令和４年度東郷町国民健康保険特別会計補正予算（第３号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 既定の歳入歳出予算総額にそれぞれ１億756万５千円を増額し、予算総額をそれぞれ35億1815万５千円と定める

議案第85号 令和４年度東郷町国民健康保険東郷診療所特別会計補正予算
（第２号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 既定の歳入歳出予算総額にそれぞれ88万６千円を増額し、予算総額をそれぞれ１億3369万１千円と定める

議案第86号 令和４年度東郷町下水道事業会計補正予算（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 国庫補助金の減額等に伴い、資本的収入を161万円減額する

議案第87号 令和４年度東郷町一般会計補正予算（第９号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 既定の歳入歳出予算総額にそれぞれ9805万円を増額し、予算総額をそれぞれ146億6504万２千円と定める

請願第４号 介護・福祉・医療など社会保障の施策拡充についての請願書 不採択 × × × ○
討 × × ×

討 × × × ×
討 × × × 県民の要望する市町村福祉施策の充実及び国、県に対し福祉施策充実の意見書の提出を求める

陳情第１号 私立高校生の父母負担を軽減し、学費負担の公私格差を是正す
るために東郷町独自の授業料助成制度の拡充を求める陳情書 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

討 ○ ○ ○ 国、県の制度と併せ学費負担の公私格差是正のため東郷町独自の授業料助成制度拡充を求める

陳情第２号 国の私学助成の拡充に関する意見書の提出を求める陳情書 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 退 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 学費の父母負担の公私格差是正のため就学支援金の拡充等を求める意見書堤出を東郷町議会に求める

陳情第３号 陳情書「地元自治体との連携による経営支援体制確立と地
域商工業振興に対する施策の拡充・強化」 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 商工会事業運営に対する財政的支援の維持、拡充など地域商工業振興に対し施策の拡充、強化を求める

陳情第４号 地方行政・地方議会において、民主主義の根幹である参政
権・請願権を守る為の陳情 不採択 × × × ×

討 × × ×
討 × × × × × × × 東郷町議会が宗教団体または社会団体に対し「一切の関係を持たない」と宣言し、関係者の参政権や請願権を侵害しない

こと等求める

発議第２号 東郷町議会個人情報保護条例の制定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 東郷町議会における個人情報保護に関する制度を整備する

意見書案第３号 国の私学助成の拡充に関する意見書 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 退 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 政府に対し、父母負担の公私格差是正のため就学支援金を拡充し、私立高等学校以下の経常費補助の拡充を求める意見書を東郷町議会よ
り堤出する
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。
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Ｂ

主
権
者
意
識
を
学
生
に
持

た
せ
る
た
め
国
政
、
町
政
な
ど
の
講

演
会
を
学
校
で
開
催
し
興
味
を
も
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
な
こ
と
を
望
み
ま

す
。
医
療
費
助
成
な
ど
の
仕
組
み
は

良
い
事
な
の
に
町
政
と
か
興
味
が
な

い
た
め
直
接
自
分
自
身
に
関
係
す
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
知
ら
な
い
人
が
多

い
の
で
、
講
演
な
ど
が
あ
れ
ば
も
っ

と
町
の
事
に
つ
い
て
知
ろ
う
と
す
る

き
っ
か
け
に
な
る
。

生
徒
Ｇ

Ｓ
Ｎ
Ｓ
が

主
体
と
な
っ
て
い
る

の
で
議
会
か
ら
の
情

報
は
広
告
の
イ
メ
ー

ジ
で
発
信
す
る
と
気

に
留
め
る
か
も
し
れ
な
い
。

議
員

若
い
人
は
文
字
媒
体
は
得
意

で
は
な
い
と
い
う
意
見
が
先
ほ
ど
あ

り
ま
し
た
。
若
い
人
は
ネ
ッ
ト
や

YouTube

を
介
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来て！見て！話せた！
あんなこと、こんなこと…
東郷高校生徒会役員と、東郷町議会広報広聴委員会との
意見交換会が催されました。
令和４年 12 月 20 日（火）14：00-16：00 
東郷町役場４階 委員会室
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る

こ
と
が
で
き
る
と
助
か
る
。

生
徒
Ｃ

私
も
賛
成
。
ス
マ
ホ
を
手

に
取
っ
て
生
活
し
て

い
る
か
ら
パ
パ
っ
と

見
ら
れ
る
の
は
良

い
。
あ
と
ち
ょ
っ
と

し
た
動
画
を
通
し
て

興
味
を
惹
か
れ
る
か
な
っ
て
思
う
。

議
員

若
い
み
な
さ
ん
の
中
か
ら
紙

媒
体
も
大
事
と
い
う
意
見
も
出
た
こ

と
は
興
味
深
い
で
す
。
高
齢
者
の
中

に
は
ス
マ
ホ
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
え

な
い
方
も
い
る
の
で
、
全
く
紙
媒
体

を
な
く
す
と
い
う
事
は
考
え
て
い
ま

せ
ん
が
、
特
に
若
い
人
に
議
会
や
町

政
や
政
治
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う

た
め
に
は
、
今
い
た
だ
い
た
み
な
さ

ん
か
ら
の
意
見
を
参
考
に
し
て
い
き

た
い
と
。

ま
た
、
文
字
が
多
い
と
読
む
気
が
し

な
い
と
よ
く
言
わ
れ
る
の
で
、
カ
ラ

フ
ル
で
写
真
を
使
っ
た
紙
面
構
成
を

目
指
し
て
い
き
た
い
。

世
の
中
の
動
き
や政治

へ
の
関
心
は
？

生
徒
Ｄ

興
味
が
な
い
と
捉
え
ら
れ

が
ち
だ
が
、
無
い
わ
け
で
は
な
い
。

政
治
は
難
し
い
言
葉
が
多
く
、
興
味

が
な
く
な
る
。
町
政
に
意
見
が
反
映

さ
れ
な
い
と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
が
強

く
、
思
い
が
遠
の
く
。

生
徒
Ｆ

そ
も
そ
も

選
挙
権
も
ま
だ
持
っ

て
な
い
の
で
政
治
と

か
に
興
味
が
わ
か
な

い
。

議
員

と
こ
ろ
で
、
み
な
さ
ん
は
新

聞
読
ま
れ
て
い
ま
す
か
？
（
中
日
新

聞
記
者
が
同
席
）

全
員

は
い
、
家
で
は
新
聞
取
っ
て

い
ま
す
。

生
徒
Ｈ

我
が
家
は
Ｔ
Ｖ
が
な
い
の

で
（
一
同
驚
き
！
）
親
か
ら
興
味
あ

る
所
だ
け
で
い
い
の
で
新
聞
を
読
め

と
言
わ
れ
る
。

生
徒
Ｉ

う
ち
は
親
が
デ
ジ
タ
ル
を

好
ま
な
い
の
で
、
番
組
表
も
リ
モ
コ

ン
で
見
ず
に
新
聞
で
見
ろ
と
い
う
。

（
笑
）

新
聞
を
読
む
と
大
人
っ
ぽ
い
感
じ
が

す
る
し
、
た
ま
に
読
ん
で
情
勢
を
確

認
し
頭
に
入
れ
る
こ
と
も
大
事
と
思
う
。

議
員

情
報
や
情
勢
と
い
う
事
に
少

し
関
連
し
ま
す
が
、
今
の
世
の
中
の

動
き
と
か
政
治
と
か
へ
の
関
心
は
？

生
徒
Ａ

今
だ
と
コ
ロ
ナ
関
連
の
話

に
は
興
味
あ
る
。

生
徒
Ｉ

コ
ロ
ナ
だ
け
じ
ゃ
な
い
け

ど
、
ネ
ッ
ト
だ
け
を
見
て
い
る
と
デ

マ
情
報
が
多
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

Ｔ
Ｖ
な
ど
で
政
府
の
発
表
を
見
る
と

私
た
ち
も
真
剣
に
考
え
た
い
と
思
い

ま
す
。

生
徒
Ｈ

う
ち
は
父
が
政
治
好
き
で

良
く
話
を
し
て
い
る
の
で
す
け
ど
、

今
の
日
本
は
お
金
が
（
国
外
に
）出

て
行
く
ば
か
り
で
戻
っ
て
こ
な
い
。

こ
れ
か
ら
の
時
代
は
自
給
自
足
の
時

が
来
る
か
も
し
れ
な
い
っ
て
こ
と
も

言
っ
て
い
た
の
で
、
東
郷
町
も
そ
う

だ
け
ど
、
や
っ
ぱ
り
農
業
っ
て
大
事

な
の
か
な
っ
て
思
う
。
我
が
家
で
は

母
が
気
に
し
て
有
機

栽
培
野
菜
を
食
べ
て

い
る
の
で
名
古
屋
に

も
卸
し
て
く
れ
る
店

が
あ
る
と
良
い
。

議
員

本
町
は
お
米
も
含
め
て
有
機

農
作
物
の
生
産
拡
大
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
農
業
の
話
が

出
た
け
ど
、
他
に
身
近
で
自
分
が
で

き
る
こ
と
っ
て
何
か
考
え
て
い
ま
す

か
？

生
徒
Ｃ

コ
ロ
ナ
の
事
で
世
の
中
騒

い
で
い
る
け
ど
、
以
前
海
外
の
子

が
「
コ
ロ
ナ
の
せ
い
で
み
ん
な
地
球

温
暖
化
の
事
を
忘
れ
て
い
る
」
っ
て

言
っ
て
い
た
け
ど
、
私
も
地
球
温
暖

化
防
止
は
大
事
と
思
い
ま
す
。
温
暖

化
の
影
響
で
世
界
中
の
四
季
が
あ
や

ふ
や
に
な
り
残
念
で
す
。

生
徒
Ｈ

最
近
学
校
で
環
境
問
題
を

発
表
す
る
機
会
が
あ
り
、
そ
の
際
に

思
っ
た
け
ど
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
を
全

て
の
家
に
付
け
る
と
最
初
は
も
の
す

ご
く
お
金
が
か
か
る
け
ど
、
長
い
目

で
見
る
と
電
気
の
コ
ス
ト
も
下
が
る

し
環
境
に
も
良
い
の
で
は
と
思
う
。

議
員

な
る
ほ
ど
ね
。
あ
ま
り
政
治

的
な
話
を
我
々
が
こ
こ
で
す
る
の
は

好
ま
し
く
な
い
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、

例
え
ば
太
陽
光
パ
ネ
ル
を
例
に
と
る

と
、
そ
の
表
面
上
の
メ
リ
ッ
ト
だ
け

に
目
を
向
け
る
の
で
は
な
く
、
知
ら

れ
ざ
る
事
実
や
、
不
都
合
な
真
実
を

自
ら
の
目
で
調
べ
確
認
し
て
判
断
し

て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
際
に

は
Ｔ
Ｖ
や
Ｎ
ｅ
ｔ
だ
け
の
一
つ
の
情

報
だ
け
を
鵜
呑
み
に
す
る
の
で
は
な

く
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
情
報
を
自

ら
取
り
に
行
く
と
い
う
探
求
心
は
是

非
持
っ
て
欲
し
い
で
す
ね
。

町
や
議
会
に
つ
い
て

言
い
た
い
こ
と
は
？

生
徒
Ｉ

通
学
路
の

交
差
点
や
歩
道
が
整

備
さ
れ
て
い
な
い
場

所
が
多
い
の
で
、
そ

う
い
う
所
に
も
目
を

向
け
て
ほ
し
い
。
そ
う
す
れ
ば
事
故

も
起
こ
り
難
く
な
る
と
思
い
ま
す
。

議
員

今
の
点
に
関
し
て
、
日
進
駅

か
ら
東
郷
高
校
へ
の
通
学
自
転
車
、

誰
も
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
し
て
い
ま

せ
ん
ね
。
愛
知
県
は
県
条
例
で
ヘ
ル

メ
ッ
ト
は
努
力
義
務
で
、
賠
償
保
険

も
義
務
化
に
な
っ
て
い
る
し
。

生
徒
Ｉ

賠
償
保
険
は
学
校
か
ら
言

わ
れ
て
全
員
が
入
っ
て
ま
す
。
ヘ
ル

メ
ッ
ト
に
関
し
て
は
マ
ス
ク
と
同
じ

で
は
っ
き
り
言
っ
て
邪
魔
。
見
た
目

も
ダ
サ
い
し
、
被
る
の
も
全
校
で
数

人
。

議
員

通
学
時
に
関
し
て
ほ
か
に
何

か
あ
り
ま
す
か
？

生
徒
Ａ

境
川
を
み

よ
し
側
か
ら
橋
を

渡
っ
て
東
郷
町
に
入

る
と
急
に
雑
草
が
多

く
て
、
車
が
来
る
の

が
見
え
ず
に
危
険
で
す
。

生
徒
Ｃ

通
学
の
際
に
、
実
は
横
断

歩
道
が
な
い
道
を
通
っ
た
方
が
学
校

に
は
早
い
の
で
、
危
な
い
と
判
っ
て

い
て
も
そ
こ
を
通
っ
て
し
ま
う
。

議
員

み
よ
し
は
比
較
的
綺
麗
。
東

郷
町
は
草
ぼ
う
ぼ
う
で
横
断
歩
道
も

整
備
さ
れ
て
な
い
か
も
し
れ
な
い
け

ど
、
全
て
を
行
政
に
任
せ
る
の
で
は

な
く
自
ら
で
き
る
事
も
あ
る
よ
ね
。

他
に
こ
う
な
る
と
い
い
な
ぁ
と
か
な

い
で
す
か
？

生
徒
Ｉ

最
近
ら
ら
ぽ
ー
と
へ
行
く

道
が
広
が
っ
た
け
ど
、
他
で
も
道
を

広
げ
て
欲
し
い
の
で
先
に
広
報
と
か

で
教
え
て
欲
し
い
で
す
。

議
員

町
で
は
な
く
県
の
道
路
も
多

い
が
将
来
広
が
る
可
能
性
は
あ
る
け

ど
、
県
に
も
お
金
は
な
い
か
ら
こ
こ

か
ら
と
い
う
順
番
が
あ
る
。
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ら
ら
ぽ
ー
と
の
周
り
を
中
心
に
道
や

町
が
変
わ
っ
て
い
く
の
を
是
非
楽
し

み
に
し
て
欲
し
い
。

生
徒
Ｉ

最
近
公
園
の
遊
具
で
子
ど

も
が
ケ
ガ
す
る
か
ら
遊
具
を
な
く
す

と
か
、ラ
ン
ド
セ
ル
が
重
い
の
で
キ
ャ

リ
ー
バ
ッ
ク
に
す
る
と
い
う
話
を
聞

い
た
の
で
す
が
、
正
直
そ
こ
ま
で
や

る
か
っ
て
思
い
ま
し
た
。
そ
う
い
う

小
さ
い
問
題
も
取
り
上
げ
て
く
れ
る

と
い
い
か
な
と
思
い
ま
す
。

生
徒
Ａ

周
り
の
お
婆
ち
ゃ
ん
世
代

の
人
が
、
ら
ら
ぽ
ー
と
が
で
き
て
か

ら
周
り
の
道
が
汚
く
な
り
、
ル
ー
ル

を
守
ら
な
い
人
が
増
え
た
。
い
く
ら

活
気
が
あ
る
町
に
な
っ
て
も
こ
れ

じ
ゃ
意
味
が
な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま

し
た
。
そ
う
い
う
事
へ
の
対
策
は
町

と
し
て
何
か
あ
り
ま
す
か
？

議
員

ポ
イ
捨
て
禁
止
条
例
も
あ
り

ま
す
が
守
ら
れ
な
い
の
が
残
念
。
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ク
リ
ー
ン
サ
ポ
ー
ト

の
方
も
お
ら
れ
ま
す
け
ど
︙
モ
ラ
ル

の
低
下
が
大
き
い
で
す
ね
。

生
徒
Ａ

い
ろ
ん
な
人
か
ら
、
東
郷

町
は
ゴ
ミ
問
題
に
対
し
て
ど
ん
な
対

策
し
て
い
る
の
？
っ
て
聞
か
れ
ま

す
。
実
際
地
元
東
郷
町
の
人
も
知
ら

な
い
人
が
多
い
と
思
う
の
で
、
冊
子

や
Ｗ
ｅ
ｂ
を
使
っ
た
啓
発
が
大
事
と

思
い
ま
す
。

議
員

昨
年
、
図
書
館
の
閉
館
時
間

が
早
す
ぎ
る
と
い
う
意
見
が
あ
っ
た

け
ど
、
そ
ん
な
要
望
も
皆
さ
ん
が
町

に
改
善
提
案
し
た
ら
変
わ
る
か
も
し

れ
な
い
で
す
ね
。

生
徒
Ｂ

些
細
な
こ
と
で
も
意
見
を

言
っ
て
い
い
と
い
う
こ
と
が
皆
に
伝

わ
る
と
い
い
。

生
徒
Ｇ

東
郷
高
校
で
は
目
安
箱
を

使
っ
て
い
ま
す
。
出
さ
れ
た
意
見
は

ち
ゃ
ん
と
役
員
間
で
共
有
し
話
し
合

い
、
対
応
で
き
た
案
件
に
つ
い
て
は

必
ず
全
校
に
発
表
し
周
知
し
て
い

る
。
議
会
も
そ
う
い
う
発
信
を
す
れ

ば
い
い
と
思
う
。

生
徒
Ｃ

妊
婦
の
方
は
バ
ス
が
無
料

ら
し
い
の
で
、
そ
う
い
う
サ
ー
ビ
ス

が
広
が
る
と
良
い
。（
※
バ
ス
で
は

な
く
無
料
タ
ク
シ
ー
券
を
配
布
）

議
員

じ
ゅ
ん
か
い
君
は
高
齢
者
や

障
が
い
者
、
中
学
生
以
下
は
無
料
で

す
ね
。
こ
れ
は
近
隣
市
に
比
べ
て
も

充
実
し
た
サ
ー
ビ
ス
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。
他
に
要
望
と
か
は
な
い

で
す
か
？

生
徒
Ａ

町
民
か
ら
議
会
（
町
）へ

の
質
問
や
そ
の
回
答
や
現
状
を
充
実

し
て
欲
し
い
。

議
員

議
会
報
告
会
や
ご
当
地
意
見

交
換
会
を
年
２
回
実
施
し
て
い
ま

す
。
意
見
交
換
の
内
容
は
行
政
に
伝

え
て
い
ま
す
。
今
後
は
リ
ア
ル
タ
イ

ム
で
の
情
報
共
有
や
Ｎ
ｅ
ｔ
で
の
意

見
交
換
も
可
能
に
な
る
か
も
知
れ
な

い
で
す
ね
。
今
日
の
話
の
内
容
も
含

め
て
私
た
ち
か
ら
も
担
当
課
に
伝
え

ま
す
が
、
生
徒
会
と
し
て
も
町
に
要

望
し
た
ら
改
善
さ
れ
る
か
も
し
れ
な

い
で
す
ね
。

今
日
は
お
忙
し
い
中
、
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
ま
し
た
。

東
郷
高
校
生
徒
会
長
感
想

私
は
今
回
で
３
回
目
の
実
施
と
な

る
交
流
会
に
、
初
め
て
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

最
初
は
と
て
も
緊
張
し
て
い
ま
し

た
が
、
議
員
の
方
々
の
お
か
げ
で
緊

張
が
ほ
ぐ
れ
て
活
発
に
意
見
交
換
が

で
き
た
と
思
い
ま
す
。
若
者
が
町
政

に
関
わ
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
私
た

ち
が
興
味
を
持
つ
こ
と
が
大
切
で

す
。
そ
の
た
め
の
き
っ
か
け
づ
く
り

を
議
員
の
み
な
さ
ん
が
し
て
く
だ

さ
っ
て
い
る
の
で
、
私
た
ち
も
そ
れ

に
応
え
、
自
ら
調
べ
て
い
け
る
よ
う

に
心
が
け
て
い
く
べ
き
だ
と
感
じ
ま

し
た
。

広
報
広
聴
委
員
長
所
感

「
あ
ー
楽
し
か
っ
た
。
ま
た
や
り

た
い
」等
々
、
生
徒
さ
ん
も
議
員
か

ら
も
嬉
し
い
感
想
が
聞
こ
え
て
い
ま

し
た
。

今
年
で
３
回
目
と
な
っ
た
こ
の
意

見
交
換
会
、
年
々
充
実
し
て
来
て
い

る
と
感
じ
ま
す
。

「
若
者
は
決
し
て
無
関
心
で
は
な

い
」「
政
治
は
難
し
い
と
思
い
が
ち
だ

が
情
報
へ
の
誘
導
と
分
か
り
や
す
い

説
明
が
あ
れ
ば
、
若
者
は
き
っ
と
関

心
を
持
つ
」

若
者
へ
の
広
報
広
聴
の
在
り
方
に

つ
い
て
、
大
き
な
ヒ
ン
ト
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ま
た
次
回
が
楽
し
み
で
す
。

『地域公共交通について』　
総務経済委員会　視察・研修（R4・11/7・8）

今回、デマンド交通について、京都府久
く

御
み

山
やま

町の「乗ってこタクシー」
と兵庫県猪名川町の「チョイソコいながわ」の取組を視察しました。

運用方法に違いはありますが、両者ともに、地域住民が一つの車両
に乗り合わせていく、という特徴が共通してます。

具体的に、「乗ってこタクシー」は廃止された巡回バスの代替として、
地域住民の理解と協力を得ながらの運行、「チョイソコいながわ」はネッ
ツトヨタ神戸・アイシン電機等
企業の協力を得て運行へと至っ

たそうですが、常に課題はあり、どちらも地域特性を考えながらの見
直しが重ねられています。このように、久御山町は移動手段を増やさ
ずに効率化、猪名川町は移動手段の増加と、その地域のニーズに合わ
せた取組がなされています。

本町議会としても、両町の取組を参考に、住民のみなさまの意見を
丁寧に捉えながら、地域公共交通のあり方を考えてまいります。
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ご
当
地
意
見
交
換
会

『ご当地意見交換会』開催！！
議員が町内各地に出向いて意見交換させていただく「ご当地意見交換会」を各中学校区一

か所ずつ計3か所で開催いたしました。計24名の町民のみなさまにご参加いただき、ありが
とございました。活発に意見交換され、大変多くのご意見ご要望をいただきました。
「議事録」及び「要望・対応一覧」はホームページでご覧いただけます。

※次回は本年2月中に開催予定。詳しくは裏表紙をご覧ください。

東郷中学校区　10月20日（木）19：00～20：30　和合公民館
参加者：町民10名、議員５名

諸輪中学校区　10月21日（金）19：00～20：40　諸輪区役場
参加者：町民７名、議員５名

春木中学校区　10月25日（火）19：00～20：40
　　　　　　　部田コミュニティセンター
参加者：町民７名、議員５名

主なテーマ
１　国民健康保険について
２　資源回収ステーションについて
３　選挙の受付について
４　確定申告について
５　交通安全について
６　遊歩道の整備について
７　和合保育園跡地利用について
８　ららぽーと愛知東郷出店前と出店

後について

主なテーマ
１　じゅんかい君について
２　デマンドタクシーについて
３　郵便ポストについて
４　街灯について

主なテーマ
１　上鏡田公園等について
２　カーボンニュートラルの取り組みについて
３　コミュニティセンターの運営・維持管理について
４　区内各団体からの要望について
５　議会モニター・町民COMING DAYについて
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町
民
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
Ｄ
Ａ
Ｙ

COMING DAY
私たちの働く場所を見にきてください

議会トリビア
明治23年（1890年）11月29日
我が国初の「帝国議会」が開かれた
ことから、この日が「議会開設の
日」と定められました。

令和４年11月26日（土）に第１回『町民　COMING�DAY』を開催しました。
『町民COMING�DAY』は、私たち広報広聴委員会として、少しでも議会に親しみを持っていただきたいとの気持ち
から、議会モニタ－の方からの提案を基に企画したものです。午前９時から12時まで、３回に分けてツア－を行い、
多くの参加者の方に来ていただきました。

イベントの有無にかかわらず、いつでも議会にご来訪ください。

参加者のご意見

●さらに広報を広めていただき、町民への関心を高めていただきたいです。
●町議会は何をしているところ？という疑問への理解はすぐついていくものではない分、地道に続けてもらえることは大事

だと思います。これからも続けていってください。
●東郷町の施設をゆっくりでいいので改修をしていただければ、住民も議員さんも気持ちよく過ごせると思います。
●頑張ってください。これからもよろしくお願いします。またどこかで議員さんをお見掛けしたりお会いしたら話ができた

らと思います。
●議会の様子を撮影した動画がもっと広がると良いなと感じます。紙面では伝わらない緊張感や時間内に意見を言う議員さ

んの凄さが伝わってきます。

 第２委員会
室

 議員控室

 議長/副議長室 全員協議会室ツア－の
流れ

 本会議場
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一
般
質
問

町民のみなさまに代わって町政を問う

一般質問

Ｑ：大学・専門学校生等入院費無料の目的は
Ａ：入院で勉学等に支障とならないよう支援

中野　まさひろ 議 員

【
問
】進
学
で
町
外
へ
の
転

出
後
も
町
民
の
扶
養
学
生

を
対
象
と
す
る
目
的
は
。

【
福
祉
部
長
】勉
学
支
援
の

他
、
町
へ
の
愛
着
意
識
の

向
上
で
本
町
に
戻
っ
て
も

ら
え
る
こ
と
も
期
待
す
る
。

【
問
】助
成
対
象
人
数
、
町

負
担
額
の
見
込
み
は
。

【
福
祉
部
長
】対
象
者
は
20

名
程
度
、
町
の
負
担
額
は

約
130
万
円
を
見
込
む
。

【
問
】全
国
の
市
町
村
で
の

類
似
施
策
の
実
施
状
況
は
。

【
福
祉
部
長
】豊
田
・
春
日

井
・
東
海
市
の
３
市
で
実

施
。
町
外
転
出
学
生
を
対

象
と
す
る
の
は
全
国
初
。

【
問
】本
町
の
イ
メ
ー
ジ

向
上
に
つ
な
が
る
と
思

う
が
。

【
福
祉
部
長
】若
者
へ
の

支
援
と
し
て
注
目
さ

れ
、
本
町
の
魅
力
や
愛

着
度
向
上
に
つ
な
が
る

よ
う
積
極
的
に
制
度
の

周
知
を
図
る
。

【
問
】分
別
・
収
集
・
資
源

化
に
膨
大
な
労
力
と
経
費

が
必
要
。
行
う
べ
き
で
な

い
と
い
う
意
見
が
あ
る
が
。

【
経
済
環
境
部
長
】Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
目
指
す
持
続
可
能
な
社

会
・
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現
の

た
め
に
早
期
対
応
が
必

要
。
子
ど
も
た
ち
の
未
来

に
ツ
ケ
を
残
し
て
は
な
ら

ず
、
地
球
の
未
来
の
た
め

に
も
最
大
限
の
努
力
を
す

べ
き
。

勉学支援の他、町への愛着意識の向上を
目指す「学生入院費無料」

12月議会では13人の
議員が質問に立ちました。

プ
ラ
ご
み
週
1
回
収
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一
般
質
問

【
問
】
農
林
水
産
省
は

２
０
５
０
年
ま
で
に
農
地

の
25
％
を
有
機
農
業
に
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。
本

町
は
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ

レ
ッ
ジ
事
業
に
手
を
挙
げ

有
機
推
進
に
取
り
組
ん
で

い
る
が
、
有
機
農
業
面
積

25
％
を
達
成
す
る
た
め
へ

の
取
り
組
み
は
何
か
。

【
経
済
環
境
部
長
】本
町

の
農
地
面
積
は
全
体
で

343
ha
、
243
ha
が
水
田
で

あ
り
、
約
7
割
が
米
を
栽

培
。
水
稲
栽
培
を
有
機
米

栽
培
へ
転
換
す
る
取
り
組

み
が
必
要
で
あ
る
。

【
問
】そ
の
取
り
組
み

は
い
つ
頃
か
ら
始
め

る
か
。

【
経
済
環
境
部
長
】町

は
有
機
野
菜
の
給
食

へ
の
導
入
を
開
始
。

今
後
は
有
機
米
を
給

食
へ
導
入
し
有
機
米

100
％
使
用
を
目
指
す

方
針
を
定
め
、
現
在

水
稲
の
有
機
栽
培
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
頂
け
る
協
力

農
家
の
募
集
を
し
て
い
る
。

令
和
6
年
度
に
は
面
積
も

拡
大
し
て
本
格
的
な
栽
培

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

【
問
】給
食
で
使
用
す
る
米

を
100
％
有
機
米
と
す
る
に

は
農
地
面
積
は
ど
れ
く
ら

い
必
要
か
。

【
経
済
環
境
部
長
】学
校
給

食
で
900
俵
、
保
育
園
で
92

俵
、
年
間
約
1000
俵
必
要
。

1
反
あ
た
り
5
俵
と
し
て

20
ha
必
要
。

東郷町での有機栽培を有機米栽培に広げ
学校給食へ導入か

熊田　彰夫 議 員

米作り

Ｑ：公図の精度を高める地籍調査の実施は
Ａ：都市計画道路の築造を見据え進めている

近藤　鑛治 議 員

【
問
】地
籍
調
査
の
進
捗
は
。

【
都
市
建
設
部
長
】諸
輪
地

区
の
前
川
、
篠
木
地
区
を

実
施
す
る
準
備
を
進
め
て

い
る
。
令
和
5
年
度
か
ら

国
の
補
助
金
を
活
用
し
、

基
礎
資
料
の
収
集
、
令
和

6
年
度
は
地
元
説
明
会
、

地
籍
調
査
委
託
業
務
の
発

注
、
用
地
測
量
、
境
界
立

会
い
、
地
籍
図
の
原
図
作

成
・
閲
覧
・
訂
正
と
進
め

て
い
く
。

【
問
】諸
輪
東
部
丘
陵
地
域

の
進
捗
は
。

【
都
市
建
設
部
長
】12
月
に

地
権
者
へ
の
意
向
確
認

「
ま
ち
づ
く
り
ア
ン
ケ
ー

ト
」
を
実
施
。
勉
強
会

は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果

を
基
礎
資
料
と
し
、
日
進

三
好
線
の
沿
線
に
お
け
る

土
地
利
用
の
方
向
性
や
将

来
図
を
検
討
す
る
。
令
和

5
年
度
以
降
は
本
年
度
の

勉
強
会
の
結
果
を
基
に
、

ま
ち
づ
く
り
検
討
会
の
立

上
げ
や
事
業
手
法
の
検
討

を
継
続
す
る
。

【
問
】第
６
次
総
合
計
画

「
第
２
次
実
施
計
画
（
令

和
4
～
令
和
6
年
度
）」の

事
業
費
で
、
子
ど
も
が
の

び
の
び
育
つ
ま
ち
が
43.3
％

と
突
出
し
て
い
る
。
町
長

の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
よ
り
総

合
計
画
が
最
上
位
で
あ

る
。
道
路
・
公
園
・
高
齢

者
福
祉
等
へ
の
バ
ラ
ン
ス

も
必
要
で
は
な
い
か
。

【
企
画
部
長
】総
合
計
画
を

照
ら
し
合
わ
せ
実
施
計
画

を
作
っ
て
い
る
。

諸輪東部丘陵地域の整備に期待
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一
般
質
問

何故コロナ感染やワクチン接種による後遺症や
副反応で困っている方の実態を調査しない。

山下　茂 議 員

【
問
】全
国
的
に
不
登
校
の

生
徒
が
増
え
て
い
る
が
、

コ
ロ
ナ
感
染
や
ワ
ク
チ
ン

接
種
及
び
長
期
の
自
粛
生

活
に
よ
る
体
調
不
良
な
ど

の
子
ど
も
た
ち
の
実
状
は
。

【
教
育
部
長
】そ
の
よ
う
な

デ
ー
タ
は
持
っ
て
い
な
い

が
、
中
学
の
欠
席
率
の
推

移
は
令
和
2
年
度
3.0
％⇒

令
和
3
年
度
で
5.8
％
。

【
問
】同
様
に
成
人
に
お
け

る
実
態
は
把
握
可
能
か
。

【
こ
ど
も
健
康
部
長
】コ
ロ

ナ
感
染
で
は
生
活
支
援
事

業
の
聞
き
取
り
で
9
件
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
で
は
医
療

機
関
か
ら
の
報
告
で
1
例

あ
る
が
、
長
期
自
粛

に
起
因
す
る
相
談
は

な
い
。

【
問
】様
々
な
問
題
を

抱
え
る
人
へ
の
町
と

し
て
の
対
応(

支
援)

の
現
状
は
。

【
こ
ど
も
健
康
部
長
】

相
談
が
あ
れ
ば
健
康

推
進
課
が
窓
口
と
な
り
対

応
す
る
。

【
教
育
部
長
】ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
や
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
、
心
の
相
談
員
を
配

置
し
悩
み
事
な
ど
の
相
談

を
受
け
ら
れ
る
体
制
を
整

え
て
対
応
し
て
い
る
。

【
問
】コ
ロ
ナ
感
染
既
往
者

や
ワ
ク
チ
ン
接
種
者
へ
の

そ
の
後
の
健
康
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
と
し
て
Ｗ
ｅ
ｂ
を

活
用
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

【
こ
ど
も
健
康
部
長
】町
と

し
て
法
的
根
拠
が
な
い
の

で
実
施
い
た
し
ま
せ
ん
。

何かあれば遠慮せずに相談しましょう。
（出典：厚生労働省ホームページより）

地区防災計画の作成と
自主防災組織に「あいち防災リーダー」の配置を

高木　佳子 議 員

【
問
】地
区
防
災
計
画
。
本

町
の
18
行
政
区
の
現
状
を

伺
う
。

【
総
務
部
長
】地
区
防
災
計

画
に
類
す
る
も
の
と
し
て

北
山
台
地
区
が
、
大
規
模

災
害
発
生
時
の
対
応
手
順

を
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
に
し

て
作
成
し
て
い
る
。

【
問
】内
容
と
取
組
み
は
。

【
総
務
部
長
】対
策
本
部
の

立
ち
上
げ
、
安
否
確
認
、

被
害
状
況
、
避
難
所
運
営

等
、
地
区
で
行
う
こ
と
を

掲
載
。
取
組
み
と
し
て
地

区
防
災
フ
ェ
ス
タ
で
手
順

書
を
も
と
に
支
援
訓

練
を
実
施
。

【
問
】あ
い
ち
防
災

リ
ー
ダ
ー
の
配
置
が

必
要
と
思
う
が
い
か

が
か
。

【
総
務
部
長
】防
災
に

関
す
る
ス
キ
ル
を

持
っ
た
方
を
地
域
の

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活

用
す
る
。

【
問
】本
町
で
の
相
談
窓
口

は
ど
こ
に
な
る
か
。

【
福
祉
部
長
】福
祉
課
が
窓

口
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。

【
問
】若
年
層
の
が
ん
患
者

の
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
支
援

に
つ
い
て
。
町
の
考
え
を

伺
う
。

【
福
祉
部
長
】先
進
地
の
事

例
を
参
考
に
、
今
後
研
究

し
て
い
く
。

Ａ
Ｙ
Ａ
世
代
の
在
宅

タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
支

援
に
つ
い
て

災害への備え。広報とうごう12月号に掲載

厚生労働省HP　　https://www.cov19-vaccine.mhlw.go.jp/qa/0110.html
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一
般
質
問

構築物である野立て看板は課税対象となる場合もあり
また土地評価にも反映させている

比嘉　浩二 議 員

【
問
】屋
外
広
告
物
の
制
限

箇
所
に
該
当
す
る
も
の
は
。

【
都
市
建
設
部
長
】適
用
除

外
に
該
当
し
な
い
物
は
是

正
の
指
導
が
必
要
と
考
え

る
。

【
問
】153
号
線
の
制
限
区
域

は
順
守
さ
れ
て
い
る
か
。

【
都
市
建
設
部
長
】許
可
基

準
に
照
ら
し
適
切
に
対

応
。
設
置
要
望
相
談
に
は

対
応
実
施
。

【
問
】許
可
件
数
の
実
数

は
。
許
可
し
な
か
っ
た
件

数
は
。

【
都
市
建
設
部
長
】

令
和
2
年
度
43

件
、
令
和
3
年
度

23
件
。
不
許
可
な

い
。

【
問
】県
条
例
改
正

後
、
有
資
格
者
の

安
全
点
検
は
全
て

報
告
さ
れ
て
い
る

か
。

【
都
市
建
設
部
長
】

報
告
義
務
の
あ
る

広
告
は
44
件
。
許
可
更
新

時
に
点
検
実
施
を
確
認
。

【
問
】野
立
て
看
板
の
町
独

自
の
規
制
は
。

【
都
市
建
設
部
長
】県
条
例

で
の
制
限
、
許
可
対
象
で

あ
り
町
独
自
で
は
規
制
が

出
来
な
い
。

【
問
】政
治
活
動
用
看
板
が

乱
立
し
町
景
観
を
著
し
く

損
ね
て
い
る
。
規
制
は
。

【
都
市
建
設
部
長
】公
職
選

挙
法
規
定
に
沿
っ
て
町
独

自
で
は
不
可
能
。

乱立する野立て看板

【
問
】巡
回
バ
ス
に
つ
い

て
、
現
在
の
倍
の
便
数
の

ダ
イ
ヤ
に
し
た
場
合
、
事

業
費
の
予
測
額
は
。

【
企
画
部
長
】現
在
の
バ
ス

４
台
運
行
を
８
台
に
し
た

場
合
、
概
算
事
業
費
は
年

間
約
１
億
6000
万
円
。

【
問
】現
在
の
ダ
イ
ヤ
か
ら

１
日
あ
た
り
１
便
追
加
し

た
場
合
、
事
業
費
は
ど
れ

だ
け
増
加
す
る
か
。

【
企
画
部
長
】バ
ス
4
台
そ

れ
ぞ
れ
に
1
便
増
便
し
た

場
合
、
約
1200
万
円
の
増
加

が
見
込
ま
れ
る
。

【
問
】増
便
を
視
野
に
入
れ

た
と
し
て
、
効
率
的
に

行
う
に
は
今
以
上
の

デ
ー
タ
が
必
要
。
基

礎
デ
ー
タ
取
得
・
分

析
・
解
析
を
専
門
の

民
間
事
業
者
に
委
託

す
る
考
え
は
な
い
か
。

【
企
画
部
長
】さ
ら
に

詳
細
な
調
査
に
よ
る

デ
ー
タ
の
取
得
が
必

要
と
な
っ
た
場
合
、
別
の

業
務
委
託
も
考
え
る
こ
と

に
な
る
。

【
問
】移
動
が
し
や
す
い
か

し
に
く
い
か
と
い
う
レ
ベ

ル
で
は
な
く
、
日
常
的
に

移
動
が
で
き
る
か
で
き
な

い
か
と
い
う
切
実
な
方
が

た
く
さ
ん
い
る
。
地
域
公

共
交
通
へ
の
予
算
配
分
に

つ
い
て
、
町
長
の
考
え
は
。

【
町
長
】地
区
の
み
な
さ

ま
、
利
用
者
の
み
な
さ

ま
、
利
用
年
齢
・
人
口
推

移
、
福
祉
が
真
に
必
要
な

方
の
お
住
ま
い
の
状
況
を

含
め
て
深
く
研
究
し
た
い
。

巡回バスの②便数と③ダイヤは大きな課題
（東郷町地域公共交通計画p.31から抜粋）

巡回バスはじめ地域公共交通に予算配分を

石橋　直季 議 員
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一
般
質
問

セントラル開発について

加藤　啓二 議 員

【
問
】ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
の

立
地
を
可
能
に
す
る
条
例

に
つ
い
て
。

【
経
済
環
境
部
長
】東
郷
町

商
業
施
設
等
立
地
促
進
条

例
（
案
）は
、
セ
ン
ト
ラ

ル
地
区
に
お
い
て
、
ま
ち

の
賑
わ
い
を
早
期
に
創
出

す
る
た
め
、
沿
道
サ
ー
ビ

ス
地
区
に
お
け
る
宿
泊
施

設
や
商
業
施
設
、
都
市
機

能
誘
導
区
域
に
お
け
る
医

療
施
設
を
立
地
し
よ
う
と

す
る
事
業
者
に
対
し
て
奨

励
措
置
を
行
い
、
立
地
促

進
を
図
る
。

【
問
】ラ
ブ
ホ
テ
ル
が

建
設
さ
れ
な
い
よ
う

に
す
る
た
め
の
条

例
・
規
制
の
内
容
は
。

【
経
済
環
境
部
長
】条

例
案
第
4
条
で
投
下

固
定
資
産
10
憶
円
以

上
と
し
、
ま
た
規
制

の
中
で
宿
泊
施
設
の

最
低
部
屋
数
を
150
室

と
す
る
こ
と
で
、
ラ

ブ
ホ
テ
ル
が
建
設
さ
れ
な

い
よ
う
に
す
る
。

【
問
】公
園
整
備
の
タ
イ
ム

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

【
都
市
建
設
部
長
】公
園
整

備
の
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
、
土
地
区
画
整
理
事

業
で
既
に
都
市
計
画
決
定

さ
れ
て
い
る
上
鏡
田
公
園

の
整
備
を
優
先
し
、
そ
の

後
に
東
郷
中
央
土
地
区
画

整
理
事
業
地
区
内
の
5
つ

の
公
園
の
整
備
を
検
討
す

る
。

東郷セントラル地区における都市計画の変更（案）

公共交通の拡充を

門原　武志 議 員

【
問
】じ
ゅ
ん
か
い
君
は
、

北
コ
ー
ス
以
外
も
便
利
に

す
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

【
企
画
部
長
】民
間
バ
ス
の

状
況
や
利
用
者
の
ニ
ー
ズ

を
見
な
が
ら
考
え
た
い
。

【
問
】名
鉄
バ
ス
が
あ
る
地

域
で
も
じ
ゅ
ん
か
い
君
を

増
や
し
て
ほ
し
い
と
の
意

見
が
あ
る
の
は
、
じ
ゅ
ん

か
い
君
は
高
齢
者
な
ど
が

無
料
だ
か
ら
。
町
内
の
移

動
で
は
同
じ
負
担
で
利
用

で
き
る
よ
う
に
す
べ
き
だ
。

【
企
画
部
長
】同
じ
条
件
な

の
が
理
想
。
全
域
で
負
担

な
く
移
動
で
き
る
よ
う
に

検
討
す
る
。

【
問
】藤
田
医
大
病
院
行
き

バ
ス
の
途
中
に
バ
ス
停
を

設
け
て
は
ど
う
か
。

【
企
画
部
長
】バ
ス
停
の
位

置
も
含
め
、
運
行
事
業
者

と
と
も
に
検
討
中
。

【
問
】日
進
駅
か
ら
電
車
に

乗
る
と
名
古
屋
方
面
の
料

金
が
高
い
。
国
や
県
、
近

く
の
市
と
と
も
に
、
値
下

げ
を
働
き
か
け
て
は
ど
う

か
。

【
企
画
部
長
】そ
の
よ
う
な

考
え
は
な
い
。

【
問
】国
保
税
の
値
下
げ
を
。

【
福
祉
部
長
】県
の
標
準
保

険
税
率
に
合
わ
せ
る
た
め

毎
年
値
上
げ
し
て
い
る

が
、
コ
ロ
ナ
禍
や
物
価
高

も
あ
り
、
過
度
の
負
担
増

に
な
ら
な
い
よ
う
検
討
す

る
。

じゅんかい君

国
保
税
の
値
下
げ
を
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一
般
質
問

【
問
】平
成
30
年
か
ら
開
発

が
厳
し
く
な
り
東
郷
町
は

各
課
に
行
っ
て
担
当
者
の

名
前
を
書
い
て
誰
に
説
明

し
た
か
ま
わ
ら
な
い
と
い

け
な
い
。
さ
ら
に
愛
知
県

に
行
っ
て
こ
い
愛
知
用
水

に
行
っ
て
こ
い
、
み
よ
し

市
は
総
合
窓
口
が
都
市
計

画
課
に
あ
っ
て
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
窓
口
で
お
こ
な
っ

て
く
れ
る
、
東
郷
町
は
全

て
業
者
が
ま
わ
り
物
凄
い

時
間
が
か
か
る
の
で
東
郷

町
は
や
り
た
く
な
い
と
業

者
の
中
で
評
判
で
あ
る
、

案
件
が
来
た
ら
業

者
は
近
隣
市
を
進

め
て
し
ま
う
の
が

現
状
で
あ
る
。
東

郷
町
も
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
窓
口
で
お

こ
な
っ
て
欲
し
い
。

【
都
市
建
設
部
長
】

み
よ
し
市
に
合
わ

せ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

【
問
】バ
ス
の
置
き
去
り
や

送
っ
た
つ
も
り
の
事
故
が

あ
り
東
郷
町
の
出
欠
連
絡

は
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い

る
か
。

【
教
育
部
長
】担
任
の
先
生

が
行
っ
て
い
る
。

【
問
】先
生
方
の
負
担
に
な

ら
な
い
よ
う
に
。

【
教
育
部
長
】出
欠
ア
プ
リ

を
検
討
中
。

園
児
・
児
童
の

安
全
対
策
に
つ
い
て

業者泣かせの東郷町

山田　達郎 議 員

東郷町開発行為及び土地利用の調整に関する条例
（平成30年４月１日施行）から抜粋

町民の暮らしに直結する行政運営を担う
職員の状況について

若園　ひでこ 議 員

【
問
】昨
今
、
働
き
方
改
革

が
推
進
さ
れ
て
い
る
。
役

場
庁
舎
の
灯
り
が
夜
遅
く

ま
で
煌
々
と
付
い
て
い

る
。
ま
た
、
令
和
３
年
度

東
郷
町
決
算
等
審
査
意
見

書
に
は
、
職
員
の
効
率

的
・
効
果
的
な
事
務
執
行

に
あ
た
っ
て
、
職
員
の
時

間
外
勤
務
・
心
身
の
健
康

に
つ
い
て
の
意
見
が
述
べ

ら
れ
て
い
る
。
職
員
の
働

く
状
況
を
伺
う
。
職
員
一

人
当
た
り
の
時
間
外
勤
務

時
間
と
そ
の
手
当
の
推
移

は
ど
の
よ
う
な
も
の

か
。

【
企
画
部
長
】時
間
は

令
和
元
年
度
114
時

間
・
令
和
２
年
度
110

時
間
・
令
和
３
年
度

129
時
間
。
手
当
は
令

和
元
年
度
29
万
円
・

令
和
２
年
度
27
万

円
・
令
和
３
年
度

32.1
万
円
で
あ
る
。

【
問
】住
民
の
ニ
ー
ズ

を
適
切
に
反
映
す
る
円
滑

な
行
政
運
営
に
は
職
員
の

効
率
的
・
効
果
的
な
事
務

執
行
が
重
要
。
そ
の
た
め

に
は
、
職
員
の
心
身
の
健

康
が
不
可
欠
。
過
去
３
年

間
の
ス
ト
レ
ス
チ
エ
ッ
ク

に
よ
る
産
業
医
と
の
面
談

の
実
施
を
し
た
職
員
数
は

ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

【
企
画
部
長
】令
和
元
年
度

９
人
・
令
和
２
年
度
３

人
・
令
和
３
年
度
３
人
で

あ
る
。

令和３年度東郷町決算等審査意見書のP.61部分

その１ その２
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一
般
質
問

【
問
】こ
の
新
事
業
を
、
第

５
次
地
域
福
祉
活
動
計
画

に
沿
い
な
が
ら
、
ど
の
様

に
進
め
よ
う
と
さ
れ
る
か
。

【
福
祉
部
長
】複
合
課
題
の

「
ひ
き
こ
も
り
」へ
の
支
援

を
、
本
町
に
合
っ
た
体
制

の
構
築
を
考
え
て
い
る
。

対
象
者
の
把
握
、
支
援
策

と
し
て
、
居
場
所
づ
く

り
、
社
会
参
加
で
き
る
仕

組
み
を
検
討
し
て
い
る
。

【
問
】コ
ロ
ナ
禍
の
影
響

で
、
図
書
館
利
用
状
況
は

戻
っ
て
い
な
い
。
広
報

「
と
う
ご
う
」の
「
図
書
館

だ
よ
り
」コ
ー

ナ
ー
の
訴
求
力

を
高
め
る
方
策

を
問
う
。

【
教
育
部
長
】企

画
部
と
連
携

し
、
工
夫
し
て

い
る
が
今
後
も

紹
介
図
書
の
掲

載
方
法
を
見
や
す
く
す

る
。
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で
希
望

図
書
の
閲
覧
、
検
索
の

容
易
化
を
進
め
る
。「
読

み
聞
か
せ
」で
は
、
大
型

絵
本
や
紙
芝
居
な
ど
拡
充

し
、
図
書
館
の
魅
力
を
ア

ピ
ー
ル
し
て
い
く
。

【
問
】道
路
美
化
管
理
を
住

民
参
加
の
「
ア
ダ
プ
ト
」

制
度
導
入
の
考
え
は
。

【
都
市
建
設
部
長
】過
去
に

検
討
は
し
た
。
庁
内
で
連

携
し
、
持
続
可
能
な
制
度

を
検
討
し
た
い
。

日本の未来、現行の社会をより良いものへ
変えていける力を育む教育について

國府田　さとみ 議 員

【
問
】保
育
園
で
の
英
語
活

動
・
異
文
化
理
解
教
育
の

目
的
と
今
後
の
展
開
は
。

【
教
育
学
校
連
携
事
業
担

当
部
長
】外
国
人
講
師
と

の
遊
び
の
中
で
英
語
や
異

文
化
に
触
れ
な
が
ら
、

様
々
な
違
い
を
寛
容
に
受

け
入
れ
、
お
互
い
を
認
め

合
え
る
子
ど
も
の
成
長
を

目
的
に
、
今
後
も
外
国
語

へ
の
興
味
・
関
心
に
つ
な

が
る
事
業
を
展
開
し
て
い

き
た
い
。

【
問
】プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
学

習
の
目
的
と
今
後
の
展
開
。

【
教
育
学
校
連
携
事
業
担

当
部
長
】プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
へ
の
興
味
関

心
を
引
き
出
し
論
理

的
思
考
や
創
造
性
醸

成
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
、
今
後
は
そ
の

先
の
使
え
る
技
術
獲

得
に
つ
な
げ
る
内
容

を
検
討
し
た
い
。

【
問
】コ
ロ
ナ
禍
で

の
学
校
生
活
は
、
黙
食
や

様
々
な
規
制
に
よ
り
子
ど

も
の
自
主
性
や
主
体
性
と

は
相
反
す
る
矛
盾
し
た
環

境
で
あ
る
。
学
校
は
子
ど

も
の
自
律
と
民
主
主
義
の

土
台
を
作
る
育
ち
の
場
だ

か
ら
こ
そ
規
制
に
お
い
て

も
大
人
が
結
論
を
押
し
付

け
る
の
で
は
な
く
、
自
分

で
考
え
話
し
合
い
選
択
す

る
主
体
的
・
対
話
的
で
深

い
学
び
の
実
践
が
あ
る
べ

き
だ
が
。

【
教
育
部
長
】制
限
付
き
で

は
あ
る
が
様
々
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

本町の教育への取組として、名古屋市の小学校でも
取り組まれるイエナプランへの積極的な研究を求める

重層的支援体制整備事業の取り組みについて

加藤 　達雄 議 員

市町村全体がチームになり、３つの支援を一体的
に実現する（出典：厚生労働省ホームページより）

図
書
館
利
用
の
復
活
策
は

協
働
の
ま
ち
づ
く
り

厚生労働省HP　　https://www.mhlw.go.jp/kyouseisyakaiportal/



応募方法

ハイぎかいですは再生紙を使用しています。

表紙の写真
愛知県立東郷高等学校

1968年創立、今年で55年目を迎える東郷町
内の唯一の県立高等学校です。卒業生は1万7千
人を超え、テレビや映画で活躍する有名俳優や
プロ野球選手も輩出しています。校訓「さとく　
ゆたかに　たくましく」のもと、生徒たちは自
ら粘り強く学ぶ姿勢を養い、さまざまな価値観
を受け入れる心、社会の変化に対応できる力を
つけることを目指しています。５年前、普通科
の中に専門的に美術を学べる美術コースが新た
に設立され、進学先もこれまで以上に幅広くな
りました。今年度４月からは制服も新しくなり、
赤をアクセントにしたブレザー型になりました。
生徒は性別に捉われず、自由にベストやセーター
の色、またスラックスやスカートなどを選んで
着用しています。学校行事も生徒がより活躍で
きる場となるよう、生徒会を中心に日々話し合っ
ています。

編
集
後
記

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大

防
止
の
観
点
か
ら
、
顔
を
合
わ
せ
て
の
「
議
会

報
告
会
」
は
、
令
和
２
年
２
月
か
ら
開
催
を
見

合
わ
せ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
一
方
「
ご
当
地
意

見
交
換
会
」
は
、
10
月
に
全
会
場
で
開
催
す
る

こ
と
が
で
き
、
活
発
な
意
見
交
換
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
12
月
20
日
に
は
、
３

回
目
と
な
る
「
東
郷
高
等
学
校
生
徒
会
役
員
と

広
報
広
聴
委
員
会
と
の
意
見
交
換
会
」
を
開
催

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
有
意
義
な
意
見
交
換
と
な

り
ま
し
た
。

感
染
状
況
を
見
な
が
ら
の
開
催
に
な
り
ま
す

が
、
顔
を
合
わ
せ
て
の
「
議
会
報
告
会
」「
ご

当
地
意
見
交
換
会
」
を
企
画
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ぜ
ひ
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
広
報
広
聴
委
員
長

中
野
ま
さ
ひ
ろ
）

広
報
広
聴
委
員
会

委
員
長

中
野

ま
さ
ひ
ろ

副
委
員
長

高

木
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令和５年３月定例会日程
２月10日（金）午後３時　請願・陳情受付期限
２月24日（金）本会議（開会）
３月 2日（木）本会議（一般質問）
３月 3日（金）本会議（一般質問）
３月 6日（月）本会議（一般質問・議案質疑）

３月 9日（木）予算委員会
３月10日（金）予算委員会
３月14日（火）総務経済委員会
３月15日（水）文教民生委員会
３月23日（木）本会議（最終日）

３月 8日（水）本会議予備日
３月13日（月）・16日（木）
　　　　　　　 委員会予備日
※新型コロナウイルス感染症の状況で

日程を変更する場合があります。

「ご当地意見交換会」のお知らせ

「議会報告会」開催します
日時：２月11日（土）10時～12時　　場所：議場（役場庁舎４階）
９月、12月の定例会の主なトピックス
●令和３年度決算
●上鏡田公園整備事業を再び認めず
●子ども及び学生医療費の無料化
※新型コロナウイルス感染症の状況で中止する場合があります。

どの地区在住にかかわらず、いずれの開催地でもご参加いただけます。
時間は１時間半程度です。

日時：２月14日（火）19時～　場所：北山台コミュニティセンター
東郷中学校区

日時：２月13日（月）19時～　場所：御岳コミュニティセンター
諸輪中学校区

日時：２月16日（木）19時～　場所：白土コミュニティセンター
春木中学校区

※新型コロナウイルス感染症の状況で中止する場合があります。

議会運営に対してご意見をいただき、分かりやすく開かれた議会を実現するため
令和５年度

「議会モニター」募集中！！
【締切】３月10日（金）

①「応募用紙（ホームページからダウンロード、または役場1階受付でお
渡しします）」に必要事項を記入し、議会事務局に持参又はお送りくだ
さい。送付方法は、郵送、FAX、メールのいずれの方法でも結構です。

② 応募者多数の場合は抽選により決定。
※詳しくは、ホームページまたは役場１階受付でお渡しする「募集

要項」をご覧ください。
議会モニター募集案内QRコード
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